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慢性複雑性尿路感染症に対するS-1108の 臨床的検討

植田省醤 ・宮島次郎 ・野田進士

久留米大学医学部泌尿器科教室孝

(主任;野 田進士教授)

田巾英裕 ・栗林裕 二

大牟田市立病院泌尿器科

S-1108の 慢性複 雑性 尿路感 染症 に対す る有効 性,安 全性 の検討 を行 い以 下の結 果を得た。

1)19例 におけ る臨床 効果 は主治 医判定 で著 効3例,有 効4例,や や有 効2例,無 効8例 ,

判定 不能2例 で あ り,UTI薬 効評 価基 準 に準拠 した判定 では,著 効2例,有 効4例,無 効8

例,で 総 合有効 率は43%で あ った。

2)細 菌学的 には21株 中12株(57%)が 除 菌 され た。

3)副 作 用で は 自他覚 的 には心窩 部不快 感 と尿 失禁 をそれ ぞれ1例 に認 め臨床検 査値上では

軽度 の リンパ球増 多が1例 に認め られた。
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S-1108は 経 ロ セ フ ァロスポ リン系抗生 物 質で,抗

菌活 性 を示 すS-1006の プ ロ ドラ ッグで あ りmethi-

cillin-resistant Staphylococcus aureusや 腸 球 菌

を除 くグラム陽性 菌お よび緑膿 菌を除 くグラム陰性 菌

に幅広 い抗菌 スペ ク トルを有 し,そ の 抗菌 力にお いて

はcefaclorやcefotiamよ り優れ て い る。 また,ビ

バ ロイルオ キ シメチル基 をエ ステル結合 す る ことによ

り,経 口吸 収が 高 め られ,未 変化 のS-1006の 尿中排

泄 は24時 間 まで に約40%と され てい る.。

今回,こ の よ うな特徴 を有 す るS-1108の 慢性 複雑

性 尿路感 染症 に対す る有効 性 と安 全性 にっ いて検討 を

加 えた ので報告 す る。

平 成2年11月 よ り平成3年8月 まで の間,久 留米

大学 医学 部泌尿 器科及 び その関連施 設 において 加療 を

行 っ た慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染症19例 を対 象 と した。

25～79歳 の 男性13例,女 性6例 で あ る。投 与 方 法

は,治 験 の 同意 を得 た後,本 剤1回100～150mgを

1日3回 食 後 に連続 投 与 し(2～7日 間),効 果 の判

定お よ び副 作用 につ いて検討 した。 臨床効 果の判 定 は

主治 医お よびUTI薬 効評 価基 準(第3版)2)に 準 じて

行 った。

対 象19例 の詳細 をTable 1に 示す。 主治 医判定 で

は著 効3例(15.8%)有 効4例(21.1%),や や有 効

2例(10.5%)無 効8例(42.1%),判 定 不 能2例

(10.5%)で あ った。UTI薬 効 評 価基 準合致例 は14

例 で,除 外 され た5例 は投与前 の尿中細菌数 尿中膿

尿 数不 足 と真菌 合 併 例 およ び副作 用 に よる中止例で

あ った。 総合 臨床効 果 はTable2に 示 す ごと く14例

中,著 効2例,有 効4例,無 効8例 で総合有効率は

43%で あ った。膿 尿 に対す る効果 では正常化4例(29

%),改 善1例(7%),不 変9例(64%)で あり,細

菌尿 に対 す る効 果で は菌 消失4例(29%),減 少1例

(7%),菌 交 代2例(14%),不 変7例(50%)で

あ った。 疾 患病 態群 別 臨床 効果 はTable3に 示すご

と くで,有 効 以 上 の 症例 は単 独 菌 感 染症で は10例

中5例,複 数 菌 感 染症 で は4例 中1例 であ った。ま

た,カ テ ー テ ル留 置 例 は2例 で,い ず れ も無効で

あ った。 細 菌学 的 効 果で はTable4の ごと くPseu-

domonas aeruginosa, Enterococcus faecalisの そ

れぞ れ4株 な ど21株 が分 離 され,う ち12株(57.1

%)が 除 菌 され た。MICと の 関係 で は3.13 μg/ml

以 下で は,7株 で うち6株 が除菌 された(Table 5)。

投 与後 出 現 菌 で はP. aeruginosa, Entmcoccus

sp.等10株 が 認 め られ た(Table 6)。 副作用では症

例13に おいて心 窩部 の不快 感 と症 例16に おいて切迫

性尿 失禁 が認 め られ た。 臨床検査 値においては,症 例

19に おいて 末梢 血 白血 球分 画 にお いて リンパ球が34

% (2295/mm3)か ら52% (3100/mm3)へ と軽度

* 〒830久 留米市 旭町67
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Table 2. Overall clinical efficacy of 81108 in complicated UTI

Table 3. Overall clinical efficacy of S-1108 according to type of infection
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Table 4. 13acioriological response to S-1108 in complicated UTI

* Pcrsisted: regardIcss or baclerial count

N.F.R: nonglucose fermenta tivegram-ncgativc rod

Table 5. Relation between MIC and bacteriological response in patients treated with S-1108

No. of strains eradicated/No. of strains isolated

N. F. R. non glucose fermentative gram-negative rod



VOL.41 S-1 尿 路感 染症 に対す るS-1108の 臨床的検 討 861

Table 6. Strains appearing after S-1108 treatment in complicated UTI

*

 Regardless of bacterial count

上昇 し,本 剤 によるか もしれ ない と思わ れた。

S-1108は グラ ム陽 性 菌,陰 性 菌 に対 し広 い抗 菌

スペク トル を 有 し,尿 路 よ り の 分 離 頻 度 の 高 い,

Seratia marcescens, Enterobacter cloacae,

Eschertchia coliお よ びProeeus属 に対 して はcefa-

clor, cefteram, cefotiamと 同等 か,ま た は優 れ た

抗菌力を有す る薬 剤で ある。 また,各 組織 移行性 も良

好で尿路よ り約40%排 泄 され る1)。 この よ うな特 徴

を有する本剤 は尿 路感 染症 に対 し有用 で あろ うと考え

られ,われわれ も,そ の臨床 効 果 と安 全性 にっ いて検

討を行 った。今回 対象 と したの は,す べて 慢性複 雑性

尿路感染症で,全 国集計1)の 成 績 と比 較す る と,当 科

の有効率が低か った。 その原因 と しては,投 与前 分離

菌にPaeruginosa, E.faecalisが 多 く含 まれ,そ

の除菌率が低 く,本 剤 の特 徴が 十分反 映 されなか った

ものと考え られ る。 しか し,そ の他 の多 くの菌種 はす

べて除菌 されて お り,前 述 の2菌 種以 外の 菌 に対 して

はその有 効性 が期待 で きると思わ れ る。 副作用 にお い

ては,2例 に認 め られたが,重 篤 では なか った。特 に

切 迫性尿 失禁 にっ いては,基 礎疾 患の神経 因性 膀胱 が

atonictypeで あ り,本 剤 との明確 な関連 にっ き言 及

で きな いが本剤 と多 分関係 あ りと思われ,今 後 も症例

の蓄積 が必要 であ ろ うと考 え られ る。又,臨 床 検査値

上 にお いて は,軽 度 の リンパ 球増 多のみ で,安 全な薬

剤 であ る と考 え られ る。
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Clinical study of S1108 in chronic complicated urinary tract infection
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We evaluated the efficacy and safety of S-1108 in chronic complicated urinary tract
infection.

The following results were obtained.
1) S-1108 was clinically evaluated by the attending doctors as excellent in 3 patients,

good in 4, fair in 2, poor in 8 and unknown in 2. According to the Japanese UTI
Committee criteria, it was evaluated as excellent in 2 patients, moderate in 4 and poor
in 8. and the efficacy rate was 43%.

2) Bacteriologically, 12 (57%) of 21 strains were eradicated.
3) Side effects were observed in 2 patients, one with epigastric pain and the other with

urge incontinence. Abnormal laboratory findings consisted of a slight increase in lymphocyte
count in one case.


